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米配当貴族指数が半値戻しを達成
ポイント①米配当貴族指数が半値戻しを達成

インフレ抑制に向けたFRB（米連邦準備制度理
事会）による利上げへの警戒や、それに伴う米景
気後退懸念が意識される中、S&P500配当貴族
指数の底堅さが⽬立ちます。同指数はS&P500種
株価指数構成銘柄の中で、25年以上連続で増
配を行なっている企業で構成（注）されており、世
界的にもよく知られている指数の一つです。

同指数の年初来の動きをみると、母集団である
S&P500種株価指数を上回るパフォーマンスとなっ
ており、かつ、高値から直近安値の下落幅に対する
半値戻しを早々に達成しました（右上図）。「半
値戻しは全値戻し」という相場格言もあり、今後の
動きに注⽬が集まります。

ポイント②米景気後退局面で力を発揮

S&P500配当貴族指数は25年以上連続増配し
ている企業集団で成り立っていることからわかるよう
に、景気や外部環境悪化の影響を受けにくく、安
定した利益成長と増配を続けられる競争力の高い
企業で構成されていることが強みといえます。同指
数とS&P500種株価指数の相対指数をみても、
米景気後退局面前後でS&P500配当貴族指数
がS&P500種株価指数を上回るパフォーマンスとな
る傾向があり、景気後退局面に強い指数といえま
す（右下図）。足元では利上げ加速による米景
気後退懸念が非常に高い中で、同指数が優位と
なる動きがみられています（同図）。

長期的にみても同指数のトータルリターンは⽇米主
要株価指数のそれを大きく上回っており（2022年
6月24⽇付レポート「米景気後退に備え米配当貴
族指数に注⽬」参照）、長期⽬線での積立投資
にも適した指数といえるかもしれません。

S&P500配当貴族指数とS&P500種株価指数

S&P500配当貴族指数とS&P500の相対指数

期間：2022年1月3⽇～2022年8月3⽇、⽇次
・いずれの指数も課税前配当込み、米ドルベース
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：1989年12月末～2022年8月3⽇、月次
・いずれの指数も課税前配当込み、米ドルベース
・網掛けは米景気後退局面
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

（注）S&P500配当貴族指数は構成銘柄数が40を下回った場合には、
20年以上連続で増配している銘柄の中から補充されます。
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